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水防工法の種類（１） 「水防工法テキスト」（一財）北海道河川財団より

深掘れ（洗掘）対策

① ②

１平成２９年度 荒川総合水防演習（Ｈ２９．５．２７）より平成３０年度 手取川・梯川総合水防演習（Ｈ３０．５．２６）より



③ ④

漏水対策

水防工法の種類（２） 「水防工法テキスト」（一財）北海道河川財団より

平成２７年度 千曲川・犀川総合水防演習（Ｈ２７．５．２２）より ２令和１年度 荒川水防訓練（Ｒ１．６．１６）より



水防工法の種類（３） 「水防工法テキスト」（一財）北海道河川財団より

水のあふれ（越水）対策

⑤ ⑥

平成２９年度 荒川総合水防演習（Ｈ２９．５．２７）より

⑦

３



① 「の」の字結び ③ フナ結び ⑤ イボ結び

④ イワシ結び② かみくくし ⑥ もやい結び

別名「巻き結び」ともいう。
両端に力がかかるところに使う。
※徳利等を吊り下げる時は「徳利結び」

別名「引き綱結び」ともいう。※尺物のつり上
げ、引っ張る時のブレ止めを行う時に取り付
ける縄。という意味で「介錯縄」と言っていた。

命綱等に使う。※舟が舟を曳航する時の結
び。その様子を蓮根が繋がった状態に
見えることから、「連舫」ともいう

別名「「の」の字掛け」「交差結び」ともいう。

※「半結び」：結ぶ＝固定が伴わないことか
ら「結び」といわず「縄を殺す（動かなくする）
と言っていた。（※印注釈：河村氏）

別名「ひと結び」ともいう。元なわに力がかか
ると固く結ばれ、力がかからなくなると簡単
にほどける。※舟を係留する時の結び。「８
の字結び」という地域もある。

別名「男結び」「俵結び」「垣根結び」ともいう。
雪つり、荷物の梱包などにも使う。

※「男結び」は男の角帯の結び方からついた
呼び方。

※「本結び」も使用

水防工法に使用する主な縄結び 「水防工法テキスト」（一財）北海道河川財団より
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水防工法に使用する土のう作り

５

「水防工法テキスト」（一財）北海道河川財団より

「水防工法の基礎知識」（社）全国防災協会より



水防工法に使用する杭拵え 「水防工法の基礎知識」（社）全国防災協会より

杭長さ１ｍ２０ｃｍ程度

直径９～１０ｃｍ程度

丸太 直径９～１０ｃｍ、長さ１．２ｍ程度

工具 斧または鉈等、台木

・斧や鉈などを使う危険な作業のため２人の姿勢が大切。

・杭を持つ人は、杭を少し斜めにかまえ肩に添え、両手で
かかえ杭先が動かないようがっちり支える。
・ 丸太を回しながら、３面を削りやすいようにする。

・鉈を持つ人は片ひざをつき、体を安定させる。

・杭の直径の１．５倍くらいの箇所から３面を削る。

・３面を削ると、杭を打つときまっすぐに入りやすい。

・杭の先端は３ｃｍ程度残す。
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木流し工（１） 「水防工法の基礎知識」（社）全国防災協会より

７



木流し工（２） 「水防工法の基礎知識」（社）全国防災協会より

８



木流し工（３） 「水防工法の基礎知識」（社）全国防災協会より

９



木流し工（４） 「水防工法の基礎知識」（社）全国防災協会より

１０



木流し工手順図（１） 北陸建設振興会 水防委員会 河村氏提供

①

②

③

④

１１



木流し工手順図（２） 北陸建設振興会 水防委員会 河村氏提供

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
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シート張り工（１） 「水防工法の基礎知識」（社）全国防災協会より

１３



シート張り工（２） 「水防工法の基礎知識」（社）全国防災協会より

１４



シート張り工（３） 「水防工法の基礎知識」（社）全国防災協会より
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月の輪工 「水防工法の基礎知識」（社）全国防災協会より

１６



積土のう工 「水防工法の基礎知識」（社）全国防災協会より

１７



かみくくし 「水防工法の基礎知識」（社）全国防災協会より

① 上からロープを１回巻き付け、端
ロープをＸ状に交差させる。

② 端ロープをもう１回巻き付ける。

③ 端ロープを交差した斜めロープの
下をくぐらせ元ロープに平行になる
ように通す。

④ 両ロープを同時に引いて絞める。

① 端ロープが下側になるように１つ
目の輪を作り、左手に持つ。

② 続けて同じように２つ目の輪を作り、
右手に持つ。

③ 左手の輪（１つ目）が上に、右手の
輪（２つ目）が下になるように重ね、
二重になったロープを杭の上から
通す。

② 両ロープを同時に引いて絞める。
※ 安全のため２０ｃｍ以上残す。

１８



「の」の字結び ・ フナ結び 「水防工法の基礎知識」（社）全国防災協会より

① 半円弧状にしたロープを下から渡
す。

② 片方の端ロープを手繰り寄せ、半
円弧状の元ロープの方に持ってく
る。

③ 半円弧状の元ロープの中に手繰り
寄せた端ロープを入れる。

④ 端ロープと元ロープを同時に引っ
張る。

① ロープ端を下から渡す。

② 端ロープを元ロープに下から引っ
掛ける。

③ 丸太に巻かれているロープに上か
ら１回巻き付ける。

④ 巻き付けた端ロープを左手で引き
ながら右手のロープを強く引く。

１９



イワシ結び 「水防工法の基礎知識」（社）全国防災協会より

① ロープを下から渡す。

② 端ロープを元ロープに下から引っ
掛ける。

③ さらに端ロープを巻かれている元
ロープに上から１回巻き付ける。
※ここまではフナ結びと同じ結び方

④ 結びを確実にするため、もう１回端
ロープを元ロープに巻き付ける。

⑤ 次に元ロープを「かみくくし」の手順
で１輪づつ作り丸太に通す。

⑥ 間隔を取ったところで元ロープを
引っ張り絞める。

⑦ 同じように「かみくくし」の手順 で２
つ目の輪を作り、丸太に通す。

⑧ ２つ目の輪が等間隔になるところ
でロープを引っ張り絞める。
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イボ結び 「水防工法の基礎知識」（社）全国防災協会より

① 端ロープを下から渡し２０ｃｍ以上
残す位で止める。

② 右手で元ロープを持って、端ロー
プの下から１回巻き込む。

③ 元ロープを端ロープに巻き込みな
がら輪にし、二重になったところを
左手親指と人差し指でつまむ。

④ 本ロープの重なったところを左手
に持ちながら、輪の中に通してあっ
た端ロープを右手持ちかえる。

⑤ 端ロープを円弧状にした元ロープ
（二重になった部分）に２回巻き付
ける。

⑥ 巻き付けた端ロープを緩まないよ
うに右手で強く引っ張っておく。

⑦ 右手で端ロープを引っ張っている
間に左手親指で円弧状元ロープ
を素早く押さえ込む。

⑧ 仕上げの折に元ロープを引く時、
結び目が緩みやすいので輪に
なったロープを左手親指で上から
押さえながら、元ロープを素早く右
手で引くのがコツである。
※この結び方は最後にロープを切
断するとロープに無駄がない結
びになります
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本結び 「水防工法の基礎知識」（社）全国防災協会より

① 丸太の下をくぐらせる。

② 丸太をくぐらせたロープの端を、左
手の長いロープに上から巻き付け、
下に引く。

③ 右手のロープの端を、左手のロー
プの上から巻き付ける。

④ 両方のロープを引っ張る。

① ２本のロープの端を交差させる。

② 交差させたロープを互いに巻き付
ける。

③ さらに両端を互いに巻き、両手で
左右に強く引っ張る。
この場合それぞれのロープの端は
元のロープの方向に来る形となる。

※手順を誤ると「縦結び」になる。
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もやい結び 「水防工法の基礎知識」（社）全国防災協会より

命綱

２３


